
▼HTBニュースより抜粋

政府支援の激変緩和対策は
年末まで、で調整中。
また来年は
電気代高騰の波がやってくる。

この既定路線から逃れるには、

しかない！

太陽光発電と蓄電

▲2023/1/23 山形新聞より

▲NHKニュース７より抜粋
2023年

燃料原価は
情勢不安継続や
円安の傾向も
あり、まだまだ
高値

電力の激変緩和措置、
政府支援は2024春で終了

政府の激変緩和措置

春にて終了



2024.1.12

電気料金上昇の構造的要因

▲NHK ニュース７より抜粋

■ 国内全域での原発停止による、発電コストの上昇
■ 天然ガス（LNG）と石炭の価格高騰
■ 円安による燃料購買力低下

①4.72円②27.57円+③1.4円+④1.86円
（①基本料金分、②電灯単価、③再エネ賦課金、④燃料調達費）
※電灯単価は、電化でナイト・セレクトを採用、
燃料調達費は、2024年4月まで政府の3.5円/kWh補助あり

2024年月間電気代

400kWh×@36.56円＝14,624円

2010年月間電気代

400kWh×＠21.2円＝8,480円
※年間平均電気代単価

2010年と2024年では月間の電気代がこれだけ違う！

※1月電気代単価

※計算はすべてSIソーラー調べによります。実際の電力会社の請求額とは異なることがあります。

年間電気代支出118,200円、年間電気使用量5,566kWh 総務省家計調査をもとに算出

この14年間で電気代は、

月間
6,144円

負担増

10月
11月
12月

400kWh×＠36.83円＝14,732円
400kWh×＠36.56円＝14,624円
400kWh×＠36.56円＝14,624円

直
近
推
移

九州の電力事情 電気代上昇は資源輸入大国 日本の宿命
天然ガス・原油・石炭・ウラン etc…

▲読売新聞 2023年８月2４日より抜粋 年間73,728円上昇！
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